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はじめに

消火水による繍容の経減のため.従来から高級

水性樹脂{以下 rゲル化剤」という.1のもつ高吸

水位に種目し，ゲルの粘性，すべり及び漏水防止

WJ巣について研究を行い既に報告してきたところ

であるが.本研究は，既報のゲル化剤を消防活動

に活用するため，混合方式(ゲル化制を消火水の

放水流に混合する方式)のゲル化剤晴幽袈置を製

作し，その性能及び効果の繍認をするため，実建

帽での漏み鈎止効果実験を行ったむのである.

2.且合方式的ゲル化剤噴射装置

川 革委置の制育成

本復置は ゲル化斉同収納容器及び噴射ノズ

ルにより檎成されている.

ア ゲル化剤収納有精

グル化剤収納符盟11.加[1式粉ぷ消火器iO

型を使用し 紛末消火疲削の代わりKプル化

剤~1. 4kg入れ. 容器内舗の加任問ボンベの倹

俊ガスの圧力によ ってゲル化剣を噴射§せる

ものである.

イ ゲル化酎買射ノズル

ゲル化剤噴射ノズル十三 口世4圃の嗣パイ

プを使用し。取り付付金S誌を級付，フォグガ

ンへの者腕が"'11ftなようにしたものである。
ウ 収納容器本体と噴射ノズルの後続部

. ，憶がヲ主主 ・・ヨ降三研究室 ・.."図研究電
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ゲル化剤収納容器志体に鍍続されているゴ

ムホースの先槌と喰射ノズルの押込み測に取

り付け金tl[カップラ }を設けて相互の者

艇が容易に出来るようにしたものである.

入 、 守 ? 

@ゲル化網似納sa @取句付貯金"
(j)，ぜιホ-， '"ゲル化剤司R・'"ル

⑨取句何"・肉

図 1 義置の構盗

[21 ゲル化賞噴射装置の特徴について

このゲル化剣噴射装置には 次の特徴が"る。

ア 織過が容易であること.

経鑑で操行ができ。 かつ背負式も可能で"

り。糟紡隊員の活動上の廊曹とならない.

ィ 111作が問調障である.

m フtグガン等のノズルからの消火水と何事
用する以外においても。カップラ 節分で

ノズルと切り雌し 容器本体のみ金綴送し

ゲル化術?鶴来消火器の健作製鋼で散布ず

ることができる。

(イ} グルイヒ剤の鴻克方法1.1..1自の容l1liとの取

り句えに憂する時聞が短いことから容易に

で§る.

ウ 袈置の取りはずしが容易でゐる.
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フォ グガン:こ取 り付けて使用する場合は，

取り付け金具でワンタ y チで~'装で きる。従

って，火災の状況に応してノズルそ古装する

ことが可能である。

(3) ゲル化剤噴射畳 ・噴射時間の測定調査

ア 調査U的

口径 4mmのゲル化削n白川ノ スルか 〉のfrt'i6二

11・噴射時間生'調ff.するために実絡した。

イ 白j司j!f.方法

同2に示す力lILl式粉末消火器10引の終日3門

~"'CO' 
図 2 実験装置

にゲル化剤1.4kgを入れ，消火器本体に内蔵さ

れている CO，ボンベを活用し， 口径4凹のl噴

射ノズルから噴射される ゲル化剤の~M~hl '

噴射時間について測定した。

ウ 調査結果

調査結果は，表 l に /T~すとおりである。

この調査結果から，ゲル化斉Ijは約30秒の間

に約 1kgが噴射されていることがわかった。

この測定結果をもとに現有のフォグガンか

らの放水訟を180e /minとし，放水された水
のゲノレ化される濃度を見ると，単純計nで，
約 1%の濃度のゲルが生成されることになる。

この 1%の i~度のゲルは，かなり高い値の

濃度であるが，その後約900eの水を吸水する
ことができる能力を有していることから水損

防止効果の前で期待できる ことがわかった。

表 l ゲル化剤噴射量及ひ噴射時間

'f'レ1とν高2152 '/1! 政u:.出A'J品i 手fヒF2tF2lf可:rI!.， 噴射的!日l lHI:性ll4i4iり
(1) の姥id 山島t

1400 g 950 g 450 g 30 l 怜j 31.6g/s 

1400 g I03n 368 g 31 1 f生1 33.3gi詰

[.100 g 1045 g 355 g 32 l ftJ 326g1只 |

1400 g 1050R 350g 3.1 1 ~J: . 309竺|

3.実験建物における漏水効果確認実験

(1) 実験目的

漏水防止対策にゲル化斉ljを活用する際の効果

的伎町方法を調杢するために実施した。

(2) 実験日時及び場所

昭和60年11月811

東点都世田谷[，(ヒ用賀四丁目141lr

取り岐し予定伶宅

(3) 実験建物概要

耐火造2/0附建，共同住宅(メゾネッ ト引式住

宅) 1棟 6住戸([¥<i3参照)

各位戸は・ 2階と も);約百itJ'lIJil8.4 01'で〉あ

り 階ii， 6口問，台所， トイレで 2階{主，

6 :'Lt問 と31:1:1出の 2笠である。また， 階段は，

l附の台所から 2階の6位削と31'H:日の聞にぷ

けられている。(悶 4参照)

(4) 実験方法及び実施要領

った験内容及び方法は，表 2に示す3種lJ!につ

いて実施した。

実験に使用した住)_i及び実経要領[ま，実験棟

い01 リギ|叫 I; '~，1 403 号.~， !酬号一室 |ω5 明 I~o(ÿ;主;

|I DJJ ~[JJJ 11 ITD HTIJl開JI而JJ
l四町田町田町|

水のみ放水 混合方式 散布万式

I有l削

~tl!11 

図3 建物概要図
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表 2 実験方法Eぴ実給要領

実験lIi号 実験 11継内務 ポンプ庄h

政監水のみの場合の潟水状況の調

2 水1消にさ4噴せ状火'"射器況との主，のを総ゲ調消合2ル本火の査化用漏水剤意の水を.放~諸政水ぴ(縫め水慌2合階たにと方同混6150式合型時滞) 15.5同1，.

3 ゲそ2の階ル化後の剤滞方支水水を状時し況前た喝のに調合2査kの(g散漏を布水散方及布式，ぴ) 

の6住戸のうち1住戸おきで3住戸を使用し.

それぞれの住戸の2陪 6畳間にフ方 グガ/180

e/minで5分間政水して表2に示す項目に記

げる 1階への潟水状況の観測及び2院をの床面に

滞留したグル及び水の状況について確認した。

151 実鞍繍のスラブ等の情遣

2階スラプは.1'/.さが15cmであり 階自部分

のー忽に床スラプがない.(回5参照)

床部分の禍造" 図6に示すとおりである。

床スラプの上に約4叩の綬太があり その上を

直1'1方向に床板令張り，さ らにその上に農が敷

かれている。

2階階段部分と 6畳間の獲の断面は.回7及

ぴ8に示1"とおりでめる。

(θ 実験開始時の気象状現

;I，!験 1&ぴ2ア

イ

実験開始時分10時25分.気温23・c.温度71
%。

実験3

3経験問。自叫分13昨日分，気温26・C 湿度62
0〆
。々

図5 実験住戸二階床スラプの節分
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位水 量 実険i使用LI適量 都民の面概

402号室

1580分e/Hm政'"水で 404号室

406号室

王~....・.・.-JJ.-JJ.・.・.

¥¥¥¥ 
回6 二階六畳間断面図

国7 二階階段付近断酒田

-・陪

図 8 二階階段付近断面図
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問 実験結果

ア実験 1 (永のみ侠水}

フ緒グUンて180f /minで紋水してゆく と

依ホ開飴後.50秒でI'l'人れのズJ ~ v)部分よ り

潟水が始ま勺た。

政水開始後 ! 分 1 5秒では天J~ .，;ワ クラ γy

m分よりも主に階闘ヒスラプの問かゐ激し く
ilttj(してl、た.

階同司区かる漏水状読を観費目 rると./tとH
11かむいの聞かョ大越の縦*カiEt:;t2さH'-刊

{写兵1参照)

2階6畳間に般水した水11.総水停止直後，

2 cmの深さで滞水していたが その2分後lこ

".恨のよの水lム完全にf.(< 乍つ f~o

その後1 畳4をよげて見ると 2附の床スラ

プに と→;~ '::'心 :i賓き 1酬の水た£り

aあっただりで，政水した水"大!ド1:下階へ
徒出したこ u 鐙耳された.(写真2参明}

f :Ji験， (混合方式)

フ4グガンで.180 f Imi"で紋，れしてゆ〈

と 紋水開始4分割O抄で 1断6畳間r/).k"Jtの

クラックiill分よりす吉干の禍4叫"M，まった. 5 

写真 1 階段室内漏水状;~

写実2 二階六畳同放水停止後の床スラプの状現

I ol ) 

分後天井のPラック部分か .jfi予樋水があ

るが.水1Ilに重る腹度の枇で"訟か勺た.

この叫内で.;jt!!の箇所かヮの湖水1hZめつ

れなかった.

政*1別企台から6分経過した時断!¥悶F
の何人れ内にilll.fミが的阜 フた.

脱水開始(Q分経過時の漏水置所Il.支持ρ

タラック節分と仰入れ円のみごあった. (5分

経過した町. (階の台所の天"からiUl-'!<.!I;鈎

まった.

ニの時舟での縦*箇所は.陪時ド仰入れの

天井郎分及び台所J)天作剖;分か 9が大学であ

ったが 的水のみの均古と比鮫する tノに帽に

漏水位は減少していた。

ild-tえした水の太平は ゲル勺されていない

状轡のむのであった.

本実融においる2陪6笹r，1jJ)生成グルの状

況はヰ113のと)jりである.

又。 ，階6笹聞の床に滞留しているゲルの

高さ と時間経過l率表3，こ示すとおりである.

写真3 404号室に滞留したゲルの状況

ウ 笑験3(倣布方式)

フ吋グガノて 180 ~ Imi"で飲水して巾く

と.脱水開始後 45砂でPt.段ド抑入札内の叉
Jfかる嗣*が始1った.

この町市に Hいて131天井のクラック邸分

か aの湖水!!.r2めっItなかった.

3分経過時.(p腎6畳間の}i芥のタラック
部分か。の柑*が始まった.

階純 ド抑入れ内の)'Jfil&分かリのiIi水L!.

1'"の綱本圃所と比鮫するとJlW多かった.
6分経過時.夫作のクラック郎分かりの漏

水"止まO.制*"大学a階段ドの拘1入札内
のJil字縮分かヮであった.



表3 ;1合方式における滞水牧，兄
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写真4 406号室に滞留したゲルの状現

〔分〕

この時点で潟水した水の大半はグル化され

ていなかった.

15分経過時。依然抑入れ内には潟水が続い

ているが，その水は ゲルの状態では伝かっ

'ー.~， 

2階6畳間のゲルの状況及び時間経過は。

写真4&ぴ表唱に示すと"りである，

4 考 祭

水のみ放水，混合方式，散布方式の潟水開始時

聞を比較すると表 4に示す結果となった。

その結果から見ると 水のみ放水と散布方式は、

ほぽ同じ防聞に 1階へ漏水が開始している。しか

し 。 混合方式に Ij~'ては 4 分30秒であり 、 他の

方式と比鮫し，大きな差が生じていることがわか

った.

( 62 ) 

褒4 散布方式における滞水状坦

c>， 
ω 

zト¥

o 
トo 20 J(I 40 50 " 

崎 r"
〔分)

表5 各方式の漏水開始時間

使 用 法 漏水開始時間

肱ホのみ 50秒

混合方式 4分30秒

散布方式 45秒

この混合方式の場合は，放水する水と併行して

噴射きせたゲル化剤に瞬時に吸水されてゲル状に

なったため 他の方式に比べ漏水開始時間が遅れ

たものと思われる.

散布方式についてはt 桜前に散布したゲル化剤

が放水した水の圧力及び随伴気流によって飛散し

てしまったため 水がゲル化剤に吸水きれない部

分が生じ，このゲル化され信い状態の水が下階へ

抗出してしまったものと思われる.従って。飲水

による潟水開始時間を遅延させる効果を生じさせ

る方式としては，混合方式に良い結果が得られた.

水のみ放水の場合，放水停止後2分で完全に畳

のよから水は滅失したことから，畳を上げて床板

を泣がして確毘したところ.ほとんど水が毘めら

れなかった。

この実験建物はメゾネット型式で階段室部分に

床スラプがないため，抗出した水は主としてスラ

プの切れ目の階段護仮部分及び織段室部分を伝っ

て下階へ滅失したものと思われるe



混合及び倣布の両方式に"いて" 放水停止後，

2階のゲル{じされた水の高さは。20分也でー定に

なっている.

この時聞は。 本ゲル化~Jの吸水性が+分に奨得

きれ. 2階に政水された水が均ーにゲル化された

ものと恩われる.

混合及び散布の両方式とも，ホのみ紋水と同線

に下階への湯水は」め勺れたものの 漏水は ゲ

ル化されたものはほとんE認められと誌かった.本

実験の結果から本グル化剣".縄水防止の萄での

効果が得3れることが確認された.

5 まとめ

今回。ゲル化剣噴射ノズルを製作.その調査結

果をもとに安建物での漏水防止効果確盟実績を行

ったが 以上のことから 本ゲル化剤を効果的に

繍水防止対策に活閉するためには 伶焼拘体に紋

水ずる場合は溢《方式を用いる。また 床面を流

れる水に対しては散布方式によって水をゲル化さ

せ湖水健闘を鰻少限に得える.

従って 補間活動.二%いては 混合方式と敗布

方式を同県的に組み合ぜて活用すれば、消火水に

よる水損を減少させることが可能であるニとが本

実績結果かりも明勺かにされたものである.

しかし，現段階に釘I、て消防扇動:用いるため

に".安全管理の函(ずベリ害事}さつにグル"回

収方援において夫解決 M頃がゐり。これ勺の問題

の解決且ぴ消火効果について今後も舷続した研究

を行う必要がある.

(日}


	00000001
	00000002
	00000003
	00000004
	00000005
	00000006
	00000007
	00000008
	00000009
	00000010
	00000011
	00000012
	00000013
	00000014
	00000015
	00000016
	00000017
	00000018
	00000019
	00000020
	00000021
	00000022
	00000023
	00000024
	00000025
	00000026
	00000027
	00000028
	00000029
	00000030
	00000031
	00000032
	00000033
	00000034
	00000035
	00000036
	00000037
	00000038
	00000039
	00000040
	00000041
	00000042
	00000043
	00000044
	00000045
	00000046
	00000047
	00000048
	00000049
	00000050
	00000051
	00000052
	00000053
	00000054
	00000055
	00000056
	00000057
	00000058
	00000059
	00000060
	00000061
	00000062
	00000063
	00000064
	00000065
	00000066
	00000067
	00000068
	00000069
	00000070
	00000071
	00000072
	00000073
	00000074
	00000075
	00000076
	00000077
	00000078
	00000079
	00000080
	00000081
	00000082
	00000083
	00000084
	00000085
	00000086
	00000087
	00000088
	00000089
	00000090
	00000091
	00000092
	00000093
	00000094
	00000095
	00000096
	00000097
	00000098



